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笠
原
英
彦
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
笠
原
英
彦
君
よ
り
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
『
太
政
官
制
と

官
僚
制
』
は
、
同
君
が
「
明
治
初
期
の
太
政
官
制
お
よ
び
官
僚
制
を
対
象

と
し
て
行
っ
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
整
理
し
．
体
系
的
に
ま
と
め
た

も
の
」
（
本
論
考
例
言
）
で
あ
る
．

　
本
論
考
は
つ
ぎ
の
ご
と
ぎ
内
容
か
ら
成
る
。

は
じ
め
に

第
－
部

　
第
1
章

　
　
　
1

　
　
　
2

　
　
　
3

　
第
2
章

　
　
　
1

　
　
　
2

　
　
　
3

第
n
部

　
第
3
章

　
　
　
1

太
政
官
制
の
成
立
と
維
新
官
僚

　
太
政
官
制
成
立
の
政
治
過
程

　
明
治
二
年
・
太
政
官
制
改
革
の
政
治
過
程

　
官
制
改
革
の
内
容
と
背
景

　
職
員
令
体
制
の
展
開

　
太
政
官
制
の
成
立
と
官
僚
制

　
廃
藩
置
県
へ
の
道
程

　
廃
藩
置
県
と
維
新
官
僚

　
太
政
官
制
改
定
と
約
定
問
題

太
政
官
制
の
展
開
と
維
新
官
僚

　
天
皇
親
裁
体
制
と
佐
々
木
高
行

　
佐
々
木
高
行
と
宮
廷

　
　
2

　
　
3

第
4
章

　
　
1

　
　
2

　
　
3

第
5
章

　
　
1

　
　
2

　
　
3

あ
と
が
き

天
皇
親
政
運
動
と
侍
補
職
廃
止

中
正
党
運
動
と
政
府
改
革
論

法
体
制
構
築
と
江
藤
新
平

江
藤
新
平
と
司
法
省

小
野
組
転
籍
事
件

予
算
紛
議

警
察
制
度
の
確
立
と
安
藤
則
命

安
藤
則
命
と
維
新
警
察

広
沢
横
死
事
件
と
強
制
捜
査

藤
田
組
事
件
と
警
視
局
の
改
組

　
か
か
る
構
成
よ
り
成
る
本
論
考
は
、
明
治
初
期
に
お
け
る
官
僚
制
発
展

の
政
治
的
背
景
及
び
維
新
官
僚
の
意
識
と
行
動
を
解
明
せ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
．
明
治
初
期
官
僚
制
は
同
期
の
政
治
機
構
で
あ
る
太
政
官
制
に
よ

り
規
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
起
源
を
尋
ね
る
と
七
世
紀
後
半
を
通
じ
て
日
本

古
代
国
家
の
成
立
過
程
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
古
代
国
家
は
中
国

よ
り
律
令
法
を
継
承
し
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
中
央
集
権
体
制
で
あ
っ
た

が
、
そ
こ
に
お
い
て
中
央
政
府
機
関
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
太
政
官
制
で

あ
っ
た
．
そ
れ
は
日
本
が
独
自
に
創
造
し
た
機
構
で
あ
っ
た
。
こ
の
太
政

官
制
は
、
奈
良
時
代
に
政
治
上
最
重
要
な
舞
台
と
な
っ
た
が
、
平
安
時
代

に
至
る
と
楯
関
制
を
分
化
し
、
次
第
に
形
骸
化
す
る
．
し
か
し
、
明
治
維

新
に
よ
り
王
制
復
古
の
時
代
を
迎
え
る
と
、
再
び
中
央
集
権
国
家
体
制
と
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し
て
政
治
上
の
最
高
機
関
に
復
活
し
、
明
治
十
八
年
に
内
閣
制
度
が
発
足

す
る
ま
で
機
能
し
た
．

　
本
論
考
は
明
治
維
新
か
ら
明
治
十
八
年
ま
で
を
明
治
初
期
と
し
、
》
、
の

問
に
お
け
る
太
政
官
制
下
の
官
僚
制
と
そ
れ
を
構
成
す
る
維
新
官
僚
中
保

守
、
急
進
、
体
制
の
三
派
に
属
す
る
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
の
官
僚
を
と
り

挙
げ
事
例
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
戦
後
、
明
治
維
新
史
、
自
由
民
権
運
動

史
、
明
治
憲
法
制
定
史
等
の
研
究
は
著
し
く
進
展
し
た
が
、
官
僚
制
発
展

の
政
治
的
背
景
及
び
維
新
官
僚
の
意
識
と
行
動
の
解
明
は
い
さ
さ
か
等
閑

視
さ
れ
て
き
た
。
本
論
考
は
か
か
る
研
究
の
立
ち
遅
れ
て
い
る
分
野
に
分

析
の
メ
ス
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
．
本
論
考
各
部
各
章
の
概
要
を
述
べ
、
併
せ
て
評
価
を
加
え
て
い

き
た
い
。

　
第
－
部
で
は
明
治
初
期
に
復
活
し
、
改
革
さ
れ
て
い
く
太
政
官
制
の
政

治
的
背
景
を
考
察
し
、
そ
れ
は
い
わ
ば
こ
の
時
期
に
お
け
る
政
治
的
諸
勢

力
抗
争
の
産
物
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
ず
第
1
章
は
太
政
官
制
を
も
っ
て

維
新
政
府
内
急
進
派
官
僚
に
対
す
る
保
守
派
を
慰
撫
す
る
た
め
に
採
択
さ

れ
た
も
の
と
す
る
．
す
な
わ
ち
維
新
政
府
は
国
内
的
に
は
草
葬
層
の
騒
擾
、

対
外
的
に
は
会
計
制
度
の
混
乱
か
ら
外
圧
を
受
け
、
二
重
に
困
窮
し
て
い

た
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
大
隈
重
信
、
井
上
馨
、
伊
藤
博
文
ら
の
開

明
派
官
僚
が
進
出
し
，
急
進
的
改
革
を
企
図
し
た
．
こ
の
急
進
論
に
不
満

な
公
卿
、
旧
藩
主
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
、
岩
倉
具
視
、
大
久
保
利
通

ら
の
主
流
派
は
、
尊
王
論
に
依
拠
す
る
太
政
官
制
を
明
治
二
年
に
採
択
し

た
．
副
島
種
臣
の
手
に
な
る
太
政
官
制
は
、
神
祇
官
の
設
置
、
大
蔵
省
の

権
限
を
削
減
し
民
部
省
の
拡
充
等
を
含
む
復
古
的
色
彩
を
帯
び
た
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
．
さ
ら
に
太
政
官
制
に
伴
う
人
事
の
構
成
を
職
員
録
に
よ
り
検

討
す
る
と
公
卿
が
四
三
％
、
薩
長
土
肥
の
旧
藩
士
は
三
〇
％
を
上
回
っ
て

い
た
。
保
守
派
の
巻
き
返
し
は
十
分
に
達
成
さ
れ
て
い
た
。

　
太
政
官
制
は
維
新
政
府
内
に
お
け
る
政
治
的
諸
勢
力
の
対
立
、
と
り
わ

け
藩
閥
間
の
対
立
の
中
か
ら
生
じ
た
と
す
る
説
は
あ
っ
た
。
し
か
し
維
新

政
府
内
に
お
い
て
実
績
を
積
み
、
勢
力
を
着
実
に
伸
展
さ
せ
て
い
る
急
進

派
官
僚
に
不
満
を
抱
く
保
守
派
に
対
す
る
慰
撫
策
と
し
て
新
政
府
主
流
に

よ
り
採
択
さ
れ
た
と
す
る
解
釈
は
、
新
鋭
笠
原
英
彦
君
に
し
て
初
め
て
主

張
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
2
章
は
明
治
四
年
の
太
政
官
制
改
革
は
新
た
な
る
政
治
勢
力
で
あ
る

政
策
官
僚
と
士
族
派
、
ま
た
は
政
策
官
僚
と
藩
閥
政
治
家
と
の
取
引
の
結

果
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
筆
者
は
「
政
策
官
僚
」
な
る
笠
原
的
新
概
念

を
登
場
さ
せ
る
が
、
か
か
る
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
期
の
政

治
過
程
を
よ
り
明
解
に
分
析
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
版
籍

奉
還
は
有
名
無
実
、
中
央
集
権
化
は
新
政
府
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
に
お
い
て
権
力
の
集
中
化
（
伊
藤
博
文
）
、
親
兵
組
織
の
確
立
（
山

県
有
朋
）
、
財
政
統
一
（
井
上
馨
）
、
司
法
権
統
一
（
江
藤
新
平
）
の
政
策

を
高
だ
か
に
掲
げ
て
新
た
に
台
頭
し
た
官
僚
が
あ
り
、
こ
れ
ら
一
群
の
官

僚
を
政
策
官
僚
と
し
、
か
れ
ら
に
よ
り
廃
藩
置
県
は
促
進
さ
れ
た
と
す
る
。

廃
藩
置
県
に
つ
い
で
太
政
官
制
が
改
定
さ
れ
太
政
官
三
院
が
成
立
し
た
が
、

そ
れ
は
藩
閥
政
治
家
大
久
保
と
政
策
官
僚
井
上
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
岩
倉
遣
外
使
節
団
派
遣
に
伴
い
『
大
臣
参
議
及
各
省
卿
大
輔
約
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定
書
』
問
題
が
生
じ
た
が
、
こ
れ
の
締
結
の
結
果
、
急
進
的
官
僚
に
よ
る

諸
政
策
の
形
成
は
よ
り
可
能
と
な
っ
た
。

　
廃
藩
置
県
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
客
観
情
勢
の
分
析
が
多
い
割
合
い

に
比
較
し
、
そ
の
主
体
的
条
件
に
関
す
る
研
究
は
未
だ
し
の
観
が
あ
っ
た
．

筆
者
は
研
究
の
不
十
分
な
分
野
に
メ
ス
を
入
れ
る
に
当
た
り
．
そ
の
推
進

力
と
し
て
政
策
官
僚
層
な
る
一
群
の
政
治
勢
力
を
捉
え
、
同
期
の
政
治
過

程
を
説
明
す
る
．
ま
た
『
約
定
』
問
題
に
お
い
て
も
筆
者
は
そ
こ
に
大
隈
、

井
上
ら
の
政
策
官
僚
派
が
西
郷
隆
盛
、
板
垣
退
助
ら
の
士
族
派
を
封
ず
る

た
め
に
企
画
し
、
大
久
保
ら
遣
外
使
節
派
の
同
意
を
と
り
つ
け
た
も
の
と

し
て
、
そ
れ
の
政
治
史
的
意
義
を
強
調
す
る
。
本
章
は
廃
藩
置
県
の
推
進

力
と
し
て
の
政
策
官
僚
派
を
指
摘
し
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
新
た
な
る
展

望
を
切
り
開
い
た
。

　
第
H
部
は
維
新
官
僚
か
ら
保
守
（
佐
々
木
高
行
）
、
急
進
（
江
藤
新
平
）
、

体
制
（
安
藤
則
命
）
の
各
派
か
ら
一
人
ず
つ
政
策
官
僚
を
選
び
、
そ
の
意

識
と
行
動
に
関
す
る
事
例
研
究
を
行
い
、
併
せ
て
第
－
部
を
補
充
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
3
章
は
天
皇
親
政
運
動
と
中
正
党
運
動
に
お
け

る
佐
々
木
高
行
を
研
究
対
象
と
す
る
．
侍
補
に
就
任
し
た
佐
々
木
は
天
皇

親
政
の
実
質
化
を
め
ざ
し
、
元
田
永
孚
、
土
方
久
元
ら
宮
廷
官
僚
を
糾
合

し
、
天
皇
親
政
運
動
を
展
開
し
た
。
佐
々
木
は
人
事
面
に
お
い
て
宮
中
権

力
の
強
化
を
は
か
り
、
伊
藤
ー
井
上
ラ
イ
ン
に
よ
る
長
派
主
導
の
政
府

に
多
大
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
り
、
侍
補
職
廃
止
後
も
政
局
が
激
動
す

る
ご
と
に
中
正
主
義
を
標
榜
し
て
、
元
老
院
、
武
官
、
少
壮
官
僚
の
各
グ

ル
ー
プ
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
り
薩
長
政
権
に
改
革
を
迫
り
、
天
皇
親
政

を
主
張
し
つ
づ
け
た
．
従
来
．
天
皇
親
政
運
動
に
関
す
る
研
究
で
は
元
田

を
中
心
に
据
え
た
も
の
が
多
い
が
、
佐
々
木
が
侍
補
に
就
任
後
は
元
田
よ

り
佐
々
木
の
方
が
侍
補
グ
ル
ー
プ
を
糾
合
す
る
力
が
強
か
っ
た
。
政
策
官

僚
中
の
最
も
保
守
派
に
当
た
る
侍
補
グ
ル
ー
プ
の
り
ー
ダ
ー
と
し
て
の
佐

々
木
の
政
治
指
導
的
側
面
の
解
明
は
筆
者
に
し
て
初
め
て
な
さ
れ
た
仕
事

で
あ
る
。

　
第
4
章
は
急
進
派
政
策
官
僚
と
し
て
司
法
卿
在
任
中
の
江
藤
新
平
を
研

究
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
司
法
省
内
入
り
し
た
江
藤
は
、
同
省
内
保

守
派
の
佐
々
木
グ
ル
ー
プ
を
排
除
し
、
か
わ
る
に
江
藤
派
の
培
養
を
も
っ

て
当
て
た
。
司
法
省
を
自
派
で
固
め
た
江
藤
は
司
法
権
の
確
立
の
た
め
の

政
策
の
断
行
を
掲
げ
た
が
、
そ
の
結
果
、
直
面
し
た
も
の
が
尾
去
沢
銅
山

事
件
で
あ
り
、
小
野
組
転
籍
事
件
で
あ
る
。
前
者
は
井
上
が
か
ら
み
、
後

者
に
も
長
州
閥
が
関
係
し
、
両
事
件
に
お
い
て
江
藤
の
率
い
る
司
法
省
は

長
州
閥
と
激
し
く
対
立
し
た
。
ま
た
明
治
六
年
に
生
じ
た
大
蔵
、
司
法
両

省
間
の
予
算
を
め
ぐ
る
紛
議
に
は
、
司
法
省
が
大
蔵
省
を
中
心
と
す
る
薩

長
藩
閥
勢
力
に
対
す
る
対
抗
と
い
う
政
治
的
機
能
が
あ
っ
た
。
筆
者
は
噌

面
に
お
い
て
江
藤
を
も
っ
て
司
法
権
の
確
立
に
努
め
た
人
物
と
す
る
先
行

研
究
を
十
分
に
受
け
容
れ
つ
つ
、
し
か
し
、
同
時
に
先
述
の
各
事
件
に
対

処
す
る
江
藤
の
率
い
る
司
法
省
が
終
始
政
府
主
流
を
牽
制
し
よ
う
と
い
う

政
治
的
意
図
に
基
づ
き
行
動
し
た
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
見
解
を
披
渥
す
る
。
政
治
史
研
究
者
と
し
て
の
見
解
を
こ
こ
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
司
法
省
の
政
策
官
僚
は
必
ず
し
も
江
藤
と

同
藩
の
出
身
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
江
藤
の
抜
擢
に
よ
っ
て
人
脈

120



が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
点
も
ま
た
新
鮮
で
あ
る
。

　
第
5
章
で
は
体
制
的
政
策
官
僚
と
し
て
安
藤
則
命
を
と
り
上
げ
る
。
安

藤
は
薩
閥
警
察
を
支
え
た
典
型
的
な
警
察
官
僚
で
あ
っ
た
．
安
藤
が
捜
査

主
任
と
な
っ
た
広
沢
参
議
横
死
事
件
、
藤
田
組
事
件
を
通
じ
、
安
藤
に
お

け
る
警
察
官
僚
と
し
て
の
自
覚
の
形
成
過
程
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
．
広

沢
事
件
は
政
府
高
官
暗
殺
事
件
で
あ
る
た
め
、
長
閥
は
こ
れ
を
反
政
府
運

動
と
結
び
つ
け
よ
う
と
捜
査
に
干
渉
し
た
が
、
安
藤
ら
警
察
当
局
は
政
治

的
予
断
を
排
除
し
、
現
場
重
視
の
捜
査
に
徹
す
る
．
藤
田
組
事
件
は
贋
札

事
件
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
安
藤
ら
は
そ
れ
が
井
上
を
含
む
政
府
要
人

に
か
ら
む
汚
職
事
件
で
あ
る
点
に
注
目
し
捜
査
に
打
ち
込
ん
だ
。
結
果
は

政
府
の
露
骨
な
介
入
に
よ
り
揉
み
消
さ
れ
た
が
、
安
藤
ら
は
抵
抗
運
動
を

繰
り
返
し
、
警
察
制
度
を
改
正
さ
せ
る
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
た
．
両
事
件

を
め
ぐ
り
見
え
か
く
れ
す
る
も
の
は
薩
摩
と
長
州
の
体
制
派
内
部
の
派
閥

抗
争
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
お
い
て
安
藤
は
警
察
官
僚
と
し
て
の
主
体
性

を
し
だ
い
に
確
立
し
て
い
っ
た
．
広
沢
参
議
横
死
事
件
に
つ
い
て
は
尾
佐

竹
猛
博
士
の
研
究
以
来
、
安
藤
に
よ
る
強
引
な
捜
査
説
が
あ
る
が
、
筆
者

は
安
藤
の
現
場
主
義
に
徹
し
た
公
平
な
捜
査
は
維
新
政
府
に
お
け
る
警
察

官
僚
の
自
主
性
を
認
識
さ
せ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
と
す
る
独
自
の
見
解

を
示
し
て
い
る
。

治
太
政
官
制
を
掌
握
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
明
治
太
政
官
制
を
掌
握

す
る
た
め
に
は
古
代
太
政
官
制
に
関
す
る
専
門
知
識
な
し
に
は
不
可
能
で

あ
る
。
こ
の
点
、
筆
者
は
「
律
令
政
治
と
弾
正
台
」
、
「
平
安
朝
検
非
違
使

小
考
」
等
の
論
考
を
公
刊
す
る
古
代
政
治
史
研
究
者
で
あ
る
．
古
代
太
政

官
制
の
復
活
で
あ
る
明
治
太
政
官
制
と
そ
れ
に
拠
る
官
僚
制
の
研
究
こ
そ
、

最
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
．
加
う
る
に
筆
者
は
国
立
国
会
図
書
館

憲
政
資
料
室
は
い
う
は
さ
ら
な
り
、
国
立
公
文
書
館
、
宮
内
庁
書
陵
部
等

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
文
書
に
類
す
る
原
資
料
を
広
範
に
利
用
し
、
先
学

の
主
た
る
研
究
を
あ
ま
ね
く
血
肉
化
し
た
上
で
練
り
上
げ
た
論
考
で
あ
る
。

斬
新
な
見
解
は
良
質
な
資
料
に
よ
り
裏
づ
け
ら
れ
精
緻
な
論
理
に
よ
り
組

み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
本
論
考
は
日
本
近
代
政
治
史
研
究
に
貢
献
す
る
と

こ
ろ
大
で
あ
る
と
評
し
て
も
決
し
て
過
褒
で
は
な
い
と
考
え
る
．

　
傍
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
笠
原
英
彦
君
の
本
論
考
を
以
っ
て
、
法
学

博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
適
当
な
る
も
の
と
認
定

し
、
こ
こ
に
一
致
し
て
、
推
挽
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
平
成
四
年
二
月
二
十
八
日

　
主
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
法
学
博
士
　
中
村
　
勝
範

　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
名
誉
教
授
　
　
　
法
学
博
士
　
利
光
三
津
夫

　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
法
学
博
士
　
向
井
　
　
健

特別記事

　
以
上
が
笠
原
英
彦
君
よ
り
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
『
太
政

官
制
と
官
僚
制
』
の
概
要
と
そ
れ
へ
の
審
査
員
の
評
価
で
あ
る
。
明
治
初

期
の
官
僚
制
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
拠
る
と
こ
ろ
の
明
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